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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月27日(2016.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　しかし、一般的に、剣道の競技者は、自身が竹刀の打撃によって受ける痛みに耐えられ
ないことを他者に悟られることを嫌う傾向にあり、前記特許文献１に開示された剣道用面
のように、厚き床鹿革を張り合わせた構成の布団を採用したものや、前記特許文献２に開
示された剣道の面のように、特殊材や薄皮などを表面に縫い付けた構成の布団を採用した
ものは、その外観から衝撃緩衝機能を備えていることを他者に悟られるため、剣道の競技
者に受け入れられないという問題点があった。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　次に、本実施の形態に係る剣道用面１の面布団３の製造方法を図３に基づいて説明する
。なお、図３の（ｂ）及び（ｃ）において、生革１６を一点鎖線にて示している。
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